
(57)【要約】

【課題】　内視鏡的薬液注入針において、薬液を注入す

るときの抵抗を軽減でき、抜針したときの出血を少なく

するデバイスを提供する。

【解決手段】　内視鏡的薬液注入針の薬液が通る内腔を

出来るだけ大きくし且つそれに接着された針の先端を細

くする。

【選択図】　図１
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【 特 許 請 求 の 範 囲 】
【 請 求 項 １ 】
　 内 視 鏡 的 に 薬 液 を 消 化 管 に 注 入 す る た め の 注 入 針 で あ っ て 、 内 視 鏡 の 鉗 子 孔 を 通 過 す る
可 撓 管 の 先 端 に 付 設 さ れ た 針 に お い て 、 可 撓 管 と 固 定 さ れ る 部 分 の 針 の 外 径 よ り 体 内 に 穿
刺 さ れ る 部 分 の 針 の 外 径 の 方 が 細 い こ と を 特 徴 と す る 内 視 鏡 的 薬 液 注 入 針 。
【 請 求 項 ２ 】
　 針 が １ つ 管 状 体 か ら 作 ら れ た 請 求 項 １ 記 載 の 内 視 鏡 的 薬 液 注 入 針 。
【 請 求 項 ３ 】
　 可 撓 管 と 固 定 さ れ る 部 分 の 針 の 内 腔 断 面 積 と 体 内 に 穿 刺 さ れ る 部 分 の 針 の 内 腔 断 面 積 の
差 が ０ ． ２ ０ ｍ ｍ 2 ～ ０ ． ６ ０ ｍ ｍ 2 で あ る 請 求 項 １ 又 は ２ 記 載 の 内 視 鏡 的 薬 液 注 入 針 。
【 請 求 項 ４ 】
　 注 入 針 が 内 視 鏡 的 に 胃 、 食 道 静 脈 瘤 に 薬 液 を 注 入 し 治 療 す る た め の も の で あ る 請 求 項 １
～ ３ 記 載 の い ず れ か の 内 視 鏡 的 薬 液 注 入 針 。
【 発 明 の 詳 細 な 説 明 】
【 技 術 分 野 】
【 ０ ０ ０ １ 】
　 　 本 発 明 は 、  内 視 鏡 的 に 消 化 管 内 に 薬 液 を 注 入 す る 用 具 で 、 肝 疾 患 に 由 来 す る 胃 、 食
道 静 脈 瘤 の 治 療 時 に 、 内 視 鏡 　 的 に 血 液 を 凝 固 さ せ る 薬 液 を 血 管 内 に 注 入 し 、 血 行 遮 断 に
よ り 静 脈 瘤 を 縮 小 、 消 失 あ る い は 血 栓 化 さ せ る 食 道 静 脈 瘤 　 硬 化 療 法 例 と し た 、 体 腔 内 組
織 に 薬 液 を 注 入 す る た め の 内 視 鏡 的 薬 液 注 入 針 に 関 す る も の で あ る 。
【 背 景 技 術 】
【 ０ ０ ０ ２ 】
　 肝 硬 変 等 に 伴 う 胃 、 食 道 静 脈 瘤 の 治 療 法 と し て は 、 血 液 凝 固 性 を 持 つ 硬 化 剤 を 静 脈 瘤 内
あ る い は 静 脈 瘤 外 に 注 入 し て 局 所 に 停 滞 さ せ 、 血 栓 の 形 成 で 血 行 を 遮 断 す る こ と に よ り 静
脈 瘤 を 荒 廃 さ せ 治 療 す る 内 視 鏡 的 胃 食 道 静 脈 瘤 硬 化 療 法 （ Ｅ Ｉ Ｓ ） が あ る 。 図 ３ に 示 す よ
う に 内 視 鏡 装 着 バ ル ー ン （ １ ０ ） に よ り 血 流 の 遮 断 と 内 視 鏡 の 固 定 を 行 っ た 後 に 、 内 視 鏡
の 鉗 子 孔 か ら 先 端 に 針 （ １ ） が 付 設 さ れ た 薬 液 注 入 針 （ ９ ） を 挿 入 し て 血 管 内 又 は そ の 周
辺 に 針 （ １ ） を 穿 刺 し 、 硬 化 剤 を 後 端 操 作 部 か ら シ リ ン ジ に て 血 管 内 に 注 入 し 、 血 栓 化 さ
せ る 方 法 を 一 般 的 に 行 う 。 ま た 、 内 視 鏡 の 視 野 か ら 血 管 内 に 硬 化 剤 が 入 っ た か を 確 認 す る
こ と は 困 難 な た め 、 硬 化 剤 の 中 に 造 影 剤 を 入 れ て Ｘ 線 透 視 下 で 硬 化 剤 が 確 実 に 血 管 内 に 注
入 さ れ た か を 確 認 す る こ と が あ る 。 こ の よ う な 手 技 に 用 い る 硬 化 剤 と し て は 、 エ タ ノ ー ル
ア ミ ン オ レ ー ト を 注 射 用 蒸 留 水 で 稀 釈 し た も の や 、 ポ リ ド カ ノ ー ル な ど を 用 い る が 、 液 が
粘 調 な た め 注 入 抵 抗 が 高 く 注 入 時 間 が 長 く な る こ と が あ り 、 こ れ に 造 影 剤 を 混 ぜ る と さ ら
に 注 入 抵 抗 が 増 し シ リ ン ジ を 強 く 押 さ な い と 注 入 で き な い た め 術 者 に と っ て 扱 い づ ら い も
の で あ っ た 。
【 ０ ０ ０ ３ 】
　 近 年 で は 針 を 抜 針 し た と き の 止 血 を 早 く す る た め 、 針 の 外 径 は 細 く な る 傾 向 に あ り 、 硬
化 剤 の 注 入 抵 抗 は さ ら に 増 す こ と に な り 、 時 に は 治 療 中 に 針 内 の 硬 化 剤 と 粘 液 が 反 応 し 針
先 端 で 硬 化 剤 が 硬 化 し て 、 硬 化 剤 を 押 し だ す こ と が で き ず 注 入 で き な い と い っ た ト ラ ブ ル
も 発 生 す る 事 が あ っ た 。 こ の 他 に 内 視 鏡 的 に 食 道 、 胃 、 大 腸 の 粘 膜 を 切 除 す る 、 内 視 鏡 的
粘 膜 切 除 術 時 に も 粘 膜 層 と 筋 層 を 剥 離 す る た め に 薬 液 注 入 針 を 使 用 し て 生 理 食 塩 水 を 注 入
す る こ と が あ る 。 粘 膜 層 と 筋 層 を 十 分 に 剥 離 し な い と 筋 層 ま で 巻 き 込 ん で 切 除 さ れ る こ と
が あ る た め 、 薬 液 注 入 針 を 使 用 し て 生 理 食 塩 水 を 約 １ ０ ｍ ｌ 以 上 注 入 す る が 細 く て 長 い 薬
液 注 入 針 で は 、 注 入 抵 抗 が 大 き い た め シ リ ン ジ を 強 く 押 し 続 け る た め に 術 者 の 手 を 痛 め た
り 、 治 療 時 間 が 長 く な る と い っ た 問 題 が あ っ た 。
【 発 明 の 開 示 】
【 発 明 が 解 決 し よ う と す る 課 題 】
【 ０ ０ ０ ４ 】
　 本 発 明 は 、 従 来 の 薬 液 注 入 針 の 注 入 抵 抗 が 高 い 、 つ ま る と い っ た 問 題 点 を 解 決 す る べ く
種 々 検 討 な さ れ た も の で 、 そ の 目 的 と す る と こ ろ は 上 記 の よ う な 欠 点 を 解 決 し 、 安 全 且 つ
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治 療 時 間 の 短 縮 で き る 薬 液 注 入 針 を 提 供 す る こ と に あ る 。
【 課 題 を 解 決 す る た め の 手 段 】
【 ０ ０ ０ ５ 】
　 す な わ ち 本 発 明 は 、 内 視 鏡 的 に 薬 液 を 消 化 管 に 注 入 す る た め の 注 入 針 で あ っ て 、 内 視 鏡
の 鉗 子 孔 を 通 過 す る 可 撓 管 の 先 端 に 付 設 さ れ た 針 に お い て 、 可 撓 管 と 固 定 さ れ る 部 分 の 針
の 外 径 よ り 体 内 に 穿 刺 さ れ る 部 分 の 針 の 外 径 の 方 が 細 い こ と を 特 徴 と す る 内 視 鏡 的 薬 液 注
入 針 で あ る 。 さ ら に 針 が １ つ 管 状 体 か ら 作 ら れ た 内 視 鏡 的 薬 液 注 入 針 で あ り 、 可 撓 管 と 固
定 さ れ る 部 分 の 針 の 内 腔 断 面 積 と 体 内 に 穿 刺 さ れ る 部 分 の 針 の 内 腔 断 面 積 の 差 が ０ ． ２ ０
ｍ ｍ 2 ～ ０ ． ６ ０ ｍ ｍ 2 で あ る 内 視 鏡 的 薬 液 注 入 針 で 、 ま た 、 注 入 針 が 内 視 鏡 的 に 胃 、 食 道
静 脈 瘤 に 薬 液 を 注 入 し 治 療 す る た め の も の で あ る 内 視 鏡 的 薬 液 注 入 針 で あ る 。
【 発 明 の 効 果 】
【 ０ ０ ０ ６ 】
　 従 来 の 内 視 鏡 的 薬 液 注 入 針 と 比 較 し 、 内 管 チ ュ ー ブ の 内 腔 断 面 積 を 大 き く で き た た め 薬
液 の 注 入 抵 抗 が 軽 減 で き 、 且 つ 先 端 の 針 の 外 径 が 細 い た め 針 を 抜 針 後 の 出 血 も 少 な く な っ
た 。 ま た 、 食 道 静 脈 瘤 硬 化 療 法 に お い て は 注 入 抵 抗 が 軽 減 で き た た め 、 術 者 の 負 担 も 少 な
く な り 、 且 つ 硬 化 剤 が 針 先 で 硬 化 し た 場 合 で も シ リ ン ジ 押 し 出 す こ と が 可 能 と な り 、 確 実
に 治 療 す る こ と が 可 能 に な っ た 。
【 発 明 を 実 施 す る た め の 最 良 の 形 態 】
【 ０ ０ ０ ７ 】
　 以 下 、 図 面 に よ り 本 発 明 を 詳 細 に 説 明 す る 。 図 １ は 本 発 明 の 一 実 施 例 と な る 内 視 鏡 的 薬
液 注 入 針 で あ る 。 （ ｂ ） は 薬 液 注 入 針 の 先 端 部 拡 大 図 で あ る 。 本 発 明 の 内 視 鏡 的 薬 液 注 入
針 は 、 先 端 に 針 （ １ ） が 付 設 さ れ た 内 管 チ ュ ー ブ （ ２ ） と そ の 外 側 の 外 管 チ ュ ー ブ （ ３ ）
の ２ 重 管 構 造 で 、 内 管 チ ュ ー ブ （ ２ ） の 後 端 側 を チ ュ ー ブ の 軸 方 向 に 前 後 に 動 か す こ と に
よ り 先 端 の 針 が 外 管 チ ュ ー ブ （ ３ ） の 先 端 か ら 突 出 し た り 後 退 し た り す る 構 造 に な っ て い
る 。 こ の よ う な ２ 重 管 構 造 は 図 ２ の ご と く 内 視 鏡 （ ７ ） の 鉗 子 孔 （ ８ ） か ら 薬 液 注 入 針 を
挿 入 す る た め 、 針 （ １ ） お よ び 内 視 鏡 の 鉗 子 孔 を 保 護 す る よ う に 針 （ １ ） が 外 管 チ ュ ー ブ
（ ３ ） の 中 に 収 納 さ れ た 状 態 に な っ て お り 、 ２ 重 管 の 後 端 に は 内 管 チ ュ ー ブ （ ２ ） を 前 後
に 操 作 し 、 且 つ 内 管 チ ュ ー ブ 内 に 薬 液 を 注 入 す る た め の コ ネ ク タ ー を 有 す る 後 端 操 作 部 （
４ ） が 付 設 さ れ る 。
【 ０ ０ ０ ８ 】
　 一 方 使 用 す る 内 視 鏡 （ ７ ） の 鉗 子 孔 （ ８ ） は 内 径 φ ２ ． ８ mm前 後 で あ る こ と が 多 く 、 こ
の 場 合 、 鉗 子 孔 内 で 薬 液 注 入 針 を 挿 入 、 穿 刺 又 は 抜 去 と い っ た 作 業 を す る た め 、 薬 液 注 入
針 の 外 径 は 約 ２ ． ５ mm以 下 で 、 且 つ 外 管 チ ュ ー ブ 内 で 内 管 チ ュ ー ブ （ ２ ） を 前 後 に ス ラ イ
ド さ せ な け れ ば な ら な い た め 、 内 管 チ ュ ー ブ の 外 径 と 外 管 チ ュ ー ブ の 内 径 に は ス ム ー ズ に
動 く 程 度 の ク リ ア ラ ン ス が 必 要 に な る 。 内 管 チ ュ ー ブ の 内 径 は 注 入 抵 抗 を 軽 減 す る た め に
も ０ ． ８  以 上 の 内 径 が 必 要 で あ る 。 次 に 先 端 に 付 設 さ れ る 針 （ １ ） は 穿 刺 し た と き の 傷
を 小 さ く す る た め 、 ０ ． ６ ５ mm以 下 が 好 ま し い が 、 内 管 チ ュ ー ブ の 内 径 が ０ ． ７  以 上 あ
る た め 接 着 部 と の ク リ ア ラ ン ス が 大 き く な り 接 着 し た と き 、 内 管 チ ュ ー ブ （ ２ ） と 針 （ １
） の 軸 が ず れ る こ と に よ り 、 外 管 チ ュ ー ブ に 挿 入 し た と き 外 管 チ ュ ー ブ 内 で 引 っ か か り ス
ム ー ズ に 出 し 入 れ で き な く な る 可 能 性 が あ る た め 、 針 の 接 着 部 は 内 管 チ ュ ー ブ の 内 径 に 近
い 寸 法 で あ る こ と が 好 ま し い 。
【 ０ ０ ０ ９ 】
　 こ の よ う な 針 は ２ 本 か ら な る 管 状 体 を 接 着 す る 方 法 や 、 １ つ の 管 状 体 の 先 端 を 延 伸 し て
細 く す る 製 造 方 法 が あ る が 、 薬 液 が つ ま ら な い よ う に す る た め に は １ つ の 管 状 体 で 、 内 腔
に 段 差 が な い 方 が 好 ま し い 。 ま た 、 内 管 チ ュ ー ブ の 内 径 と 針 の 接 着 部 の 外 径 に ク リ ア ラ ン
ス が あ る 場 合 、 接 着 性 の 良 い プ ラ ス チ ッ ク 製 樹 脂 、 又 は 金 属 製 リ ン グ の ス ペ ー サ ー チ ュ ー
ブ を 接 着 す る 事 も 可 能 で あ る 。
【 ０ ０ １ ０ 】
　 次 に 本 発 明 の 内 視 鏡 的 薬 液 注 入 針 に 使 用 す る 部 材 の 材 質 と し て は 、 外 管 チ ュ ー ブ の 外 径
が 規 制 さ れ 、 且 つ 内 管 チ ュ ー ブ の 内 腔 を で き る だ け 大 き く し た い た め 、 チ ュ ー ブ 肉 厚 は 薄

10

20

30

40

50

(3) JP 2004-283620 A 2004.10.14



肉 で 内 視 鏡 の 鉗 子 孔 か ら 操 作 す る と き 内 腔 が つ ぶ れ る 事 な く 操 作 で き る こ と が 必 要 で 、 内
管 チ ュ ー ブ の ス ラ イ ド す る 事 を 考 慮 し て フ ッ 素 系 樹 脂 、 ナ イ ロ ン 樹 脂 等 が 好 ま し い 。 ま た
、 針 （ １ ） は 血 管 内 に 穿 刺 で き る よ う に す る た め パ イ プ を 針 状 に 加 工 で き る こ と が 必 要 で
且 つ 針 状 に な っ た 部 分 が 穿 刺 し た と き に 折 れ た り 、 か け た り し な い よ う な 剛 性 が 必 要 で ス
テ ン レ ス な ど の 金 属 が 好 ま し い 。 ま た 、 後 端 操 作 部 （ ４ ） は 外 管 チ ュ ー ブ （ ３ ） 、 お よ び
内 管 チ ュ ー ブ （ ２ ） を 固 定 し 、 且 つ 内 管 チ ュ ー ブ （ ２ ） に 接 続 し て い る 部 分 に は シ リ ン ジ
（ ６ ） が 接 続 で き る コ ネ ク タ ー が 付 設 さ れ る た め 、 接 着 等 の 加 工 性 が 良 く 硬 化 剤 等 が 接 触
し て も ク ラ ッ ク 等 が 発 生 し な い 程 度 の 耐 薬 品 性 が 必 要 で 、 硬 質 塩 化 ビ ニ ル 樹 脂 等 の 硬 質 プ
ラ ス チ ッ ク 樹 脂 が 好 ま し い 。
【 図 面 の 簡 単 な 説 明 】
【 ０ ０ １ １ 】
【 図 １ 】 本 発 明 の 一 実 施 例 と な る 内 視 鏡 的 薬 液 注 入 針 を 示 す 図 で 、 （ ｂ ） は 針 部 分 の 断 面
拡 大 図 で あ る 。
【 図 ２ 】 内 視 鏡 的 薬 液 注 入 針 を 内 視 鏡 に 装 着 し た 状 態 を 示 す 図 で あ る 。
【 図 ３ 】 内 視 鏡 的 薬 液 注 入 針 の 使 用 状 況 を 示 す 図 で あ る 。
【 符 号 の 説 明 】
【 ０ ０ １ ２ 】
１  針
２  内 管 チ ュ ー ブ
３  外 管 チ ュ ー ブ
４  後 端 操 作 部
５  食 道 静 脈 瘤
６  シ リ ン ジ
７  内 視 鏡
８  鉗 子 孔
９  薬 液 注 入 針
１ ０  内 視 鏡 装 着 バ ル ー ン
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